
シリーズ４年下第７回・くわしい解説

※ 数直線を書いたり，表を書いたりして解きましょう。
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 1 (1)

このような問題では，「文字の種類が少ない式」から考えていきます。

Ａ＋Ｅ＝Ｃ＋Ｄ では，Ａ，Ｅ，Ｃ，Ｄの 4種類の文字が登場しています。

Ｅ×Ｅ＝Ｂ では，Ｅ，Ｂの 2種類の文字が登場しています。

Ｃ×Ｄ＝Ｄ では，Ｃ，Ｄの 2種類の文字が登場しています。

文字の種類が少ない式は，Ｅ×Ｅ＝Ｂ，または，Ｃ×Ｄ＝Ｄ です。

そこで，まず Ｅ×Ｅ＝Ｂ から考えていきます。

0から 4まで，1つずつＥに入れてみます。

Ｅが 0のとき，Ｅ×Ｅ＝Ｂ は，0×0＝ 0 となるので，Ｂも 0になり，「ことなる文字

はことなる整数を表す」という条件に反します。よって，Ｅは 0ではありません。

Ｅが 1のとき，Ｅ×Ｅ＝Ｂ は，1×1＝ 1 となるので，Ｂも 1になり，「ことなる文字

はことなる整数を表す」という条件に反します。よって，Ｅは 1ではありません。

Ｅが 2のとき，Ｅ×Ｅ＝Ｂ は，2×2＝ 4 となるので，Ｂは 4になります。これはＯＫ

です。

Ｅが 3のとき，Ｅ×Ｅ＝Ｂ は，3×3＝ 9 となるので，Ｂは 9になり，「0から4まで」

という条件に反します。よって，Ｅは 3ではありません。Ｅが 4のときも，同じように

ダメです。

Ａ＝

よって，Ｅが 2になり，Ｂは4になることがわかりました。 Ｂ＝4

Ｃ＝

次に，Ｃ×Ｄ＝Ｄ について考えます。 Ｄ＝

Ｅ＝2

ＣにＤをかけてもＤのままであることから，「Ｃは 1である」と思う

かも知れません。

しかし，Ｄが 0なら，Ｃ×Ｄ＝Ｄ は，Ｃ×0＝ 0 となり，これもＯＫです。

よって，Ｃ×Ｄ＝Ｄ という式から，Ｃ＝ 1，または，Ｄ＝ 0 ということがわかります。

（次のページへ）
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

では，Ｃ＝ 1のときと，Ｄ＝0のときに場合分けして，考えていきましょう。

Ｃ＝ 1のときは，Ａ＋Ｅ＝Ｃ＋Ｄという式は，Ａ＋ 2＝ 1＋Ｄ となり Ａ＝

ます。残っている数は 3と 5だけです。 Ｂ＝4

Ｃ＝ 1

Ａを 3にして，Ｄを5にすると，3＋2＝ 1＋5 になりますが，これはお Ｄ＝

かしいです。 Ｅ＝2

Ａを 5 にして，Ｄを 3にすると，5＋2 ＝ 1＋3 になりますが，これもおかしいです。

よって，Ｃ＝ 1のときは，答えを求められないことがわかりました。

次に，Ｄ＝ 0のときを考えます。

このときは，Ａ＋Ｅ＝Ｃ＋Ｄという式は，Ａ＋ 2＝Ｃ＋ 0 となり Ａ＝

ます。残っている数は 1と 3だけです。 Ｂ＝4

Ｃ＝

Ａを 1にして，Ｃを3にすると，1＋2＝ 3＋0 になりますが，これは Ｄ＝0

ＯＫです。 Ｅ＝2

Ａを 3 にして，Ｃを 1にすると，3＋2 ＝ 1＋0 になりますが，これはおかしいです。

よって，Ａ＝ 1，Ｂ＝ 4，Ｃ＝ 3，Ｄ＝ 0，Ｅ＝2 であることがわかり Ａ＝1

ました。 Ｂ＝4

Ｃ＝ 3

※ 基本問題にしてはむずかしい問題でした。 Ｄ＝0

Ｅ＝ 2
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 1 (2)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

問題に，「ＡはＣより小さい」と

書いてあったので，Ａを左側に，

Ｃを右側にして，点を書いておき

ます。

次に，「ＢはＤより大きい」と書いてありましたが，すでに図に書きこんであるのはＡ

とＣのみで，ＢやＤは書いてないので，とりあえず無視します。

次に，「ＣはＤよりも小さい」と

書いてありました。

ＤはＣより大きいのですから，

Ｃの右側に，Ｄを書きます。

次に，無視していた「ＢはＤより大きい」

を考えます。

ＢはＤより大きいのですから，Ｄの右側

に，Ｂを書きます。

Ａ～Ｄは，小さい方から，Ａ，Ｃ，Ｄ，Ｂ となることがわかりました。

大きい小さい

大きい小さい

Ａ Ｃ

大きい小さい
Ａ Ｃ Ｄ

大きい小さい
Ａ Ｃ Ｄ Ｂ
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 1 (3)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

ＡはＢより 3才年下ですから，

右の図のように，ＡをＢよりも

3才ぶんだけ左に書きます。

ＢはＤより 7才年上ですから，

ＤをＢよりも 7才ぶんだけ左に

書きます。

ＣはＤより 2才年上ですから，

ＣをＤよりも 2才ぶんだけ右に

書きます。

ＡとＣの差は，右の図のように，

7－(2＋3)＝ 2（才）です。

年上年下

年上年下

Ａ Ｂ3

年上年下

Ａ Ｂ3

7

Ｄ

年上年下

Ａ Ｂ3

7

Ｄ Ｃ2
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 1 (4)

右の図のような数直線を書いて，

問題の内容を書きこんでいきます。

ＡはＣより右にあり，

ＤはＡより右にあります。

ＣのとなりにあるボールはＢだけなので，

もし右の図のようになっていたら，Ｃの左ど

なりにＢ，Ｃの右どなりにＡがあり，Ｃのと

なりにはＢとＡがあることになり，ダメです。

右の図のように，Ｃが左はしにあったら，

ＣのとなりはＢだけになるのでＯＫです。

よって，ならび順は，左からＣ，Ｂ，Ａ，Ｄです。

右左

右左

ＡＣ

右左

ＡＣ Ｄ

右左

ＡＣ ＤＢ

右左

ＡＣ ＤＢ
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 1 (5)

右のような表に○，×を書きこんで，解いていきます。

Ｂ君は「ぼくはＣ君の次にゴールした」と話していますから，

Ｂ君が１位ということはありません。また，Ｃ君が４位という

こともありません。

Ｃ君は「ぼくは３位じゃない」と話していますから，Ｃ君が

３位ということはありません。よって，Ｃ君は１位か２位です。

また，Ｂ君はＣ君の次にゴールしたのですから，Ｃ君が１位

なら，Ｂ君は２位で，Ｃ君が２位なら，Ｂ君は３位です。

どちらにしろ，Ｂ君が４位ということはありません。

Ｄ君は「ぼくより先にゴールした人も，後にゴールした人も

いた」と話していますから，Ｄ君は１位でも４位でもありませ

ん。

この表の４位のところを見ると，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君は４位ではありません。

もしＡ君も４位でなかったら，４位の人がいなくなってしまいます。

よって，Ａ君が４位であることがわかりました。

（次のページへ）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

×

×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× ×

× ×

× ×
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

Ａ君は４位に決まりましたから，Ａ君は１位でも２位でも３位でも

ありません。

そこで表のように，Ａ君の１位，２位，３位のところを，×に

します。

この表の１位のところを見ると，Ａ君，Ｂ君，Ｄ君は１位では

ありません。

もしＣ君も１位でなかったら，１位の人がいなくなってしまいます。

よって，Ｃ君が１位であることがわかりました。

Ｃ君は１位に決まりましたから，Ｃ君は２位ではありません。

そこで表のように，Ｃ君の２位のところを×にします。

また，Ｂ君はＣ君の次にゴールしたのですから，Ｃ君が１位

なら，Ｂ君は２位です。

Ｄ君は残った順位である３位になり，すべての人の順位が

決まりました。

Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君はそれぞれ，４位，２位，１位，３位

です。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

○

× ×

× ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× × × ○

× ×

× ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× × × ○

× ×

○ × ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× × × ○

× ×

○ × × ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× × × ○

× ○ × ×

○ × × ×

× ×

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１ ２ ３ ４

× × × ○

× ○ × ×

○ × × ×

× × ○ ×
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 2

(1) ④に，「Ｆはカの席にすわっている」と書いてありましたから，

Ｆをカの席にすわらせます。

また，②に，「Ｅの両どなりにはＣとＤがすわっている」と

書いてありました。

つまり，「ＣＥＤ」か，「ＤＥＣ」とすわっているわけです。

「ＣＥＤ」にしても「ＤＥＣ」にしても，3人連続ですわらせ

る必要があるので，Ｃ，Ｅ，Ｄは，アイウの席の方にすわらせる

ことになります。

よって，Ｅはイの席にすわることが決定し，アとウには，Ｃか

Ｄがすわることになります。

(2) ③に，「Ａの正面にはＥがすわっている」と書いてありましたか

ら，Ａをオの席にすわらせます。

まだ登場していなかったＢは，エの席に決まります。

あとは，ＣとＤの席を決めるだけです。

①に，「ＣはＢの正面にはすわっていない」と書いてありました

から，Ｃはウにすわり，残ったＤはアの席にすわります。

以上のことから，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは，オ，エ，ウ，アの席に

すわっていることがわかりました。

ア イ ウ

エ オ Ｆ

テーブル

ア ウ

エ オ Ｆ

テーブル

ＣかＤ

ア Ｅ ウ

エ Ａ Ｆ

テーブル

ＣかＤ

ア Ｅ ウ

Ｂ Ａ Ｆ

テーブル

ＣかＤ

Ｄ Ｅ Ｃ

Ｂ Ａ Ｆ

テーブル

Ｅ



- 10 -

シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 3

(1) 2 から 10までの 9個の整数の和は，(はじめ＋おわり)×個数÷2＝(2＋10)×9÷2＝ 54

です。

どのたての列の和も，同じになります。

たて 3列の合計が54ですから，たて 1列の和は，54÷3＝ 18 です。

(2) 右の表の ウ＋8＋7＝18 なので，ウ＝18－(8＋7)＝ 3 です。

また，4＋エ＋8＝18 なので，エ＝18－(4＋8)＝ 6 です。

ななめに見て，ウ＋エ＋オ＝18 です。

ウ＝3，エ＝6 ですから，オ＝18－(3＋6)＝9 です。

ア＋4＋9＝18 なので，ア＝18－(4＋9)＝5 です。

ア＋イ＋3＝18 なので，イ＝18－(5＋3)＝10 です。

9＋カ＋7＝18 なので，カ＝18－(9＋7)＝2 です。

右の表のように，すべてのマスの数がわかりました。

4 8

7

ア イ ウ

4 エ 8

オ カ 7

ア イ 3

4 5 8

9 カ 7

5 10 3

4 6 8

9 2 7
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 4 (1)

Ａは（Ｂ，Ｃ，Ｄと）3試合します。

Ｂは（Ａ，Ｃ，Ｄと）3試合します。

Ｃは（Ａ，Ｂ，Ｄと）3試合します。

Ｄは（Ａ，Ｂ，Ｃと）3試合します。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄとも 3試合するので，3×4＝ 12（試合）になりそうですが，たとえ

ば「Ａ対Ｂの試合」と「Ｂ対Ａの試合」は，同じ試合のことです。

このように，12試合すべてがダブッているので，本当の試合数は，12÷2＝ 6（試合）

になります。

※ 4チームぐらいなら，全部の試合を書いてしまっても，たいしたテマではありま

せん。

Ａ対Ｂ，Ａ対Ｃ，Ａ対Ｄ，Ｂ対Ｃ，Ｂ対Ｄ，Ｃ対Ｄの，6試合です。
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

基本 4 (2)

右のような表を書いて，解いていきます。

「Ａ対Ａ」などの試合はありえないことに注意しましょう。

Ｂは全勝ですから，「ＢはＡに勝ち」，「ＢはＣに勝ち」，

「ＢはＤに勝ち」ます。

また，逆に，「ＡはＣに負け」，「ＣはＢに負け」，「Ｄは

Ｂに負け」ました。

Ａは１勝２敗で，Ｄとの試合に負けました。

すでにＡはＢに負けたこともわかっているので，ＡはＢとＤに

負けたので「２敗」していることになります。

よってＡの「１勝」は，Ｃに勝った１勝でした。

逆に，ＣはＡに負けています。

勝ち数が同じチームはなかったので，Ａが「１勝２敗」です

から，Ｃも「１勝２敗」になってはいけません。

Ｃはすでに２敗していますから，Ｃは「０勝３敗」にならなけ

ればなりません。

よって，ＤはＣとの試合に勝ったことになり，「Ｃ対Ｄ」の試合

は，Ｄの勝ちであることがわかりました。

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

×

○ ○ ○

×

×

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

× ○ ×

○ ○ ○

× ×

○ ×

は
に

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

× ○ ×

○ ○ ○

× × ×

○ × ○
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

練習 1

(1) 1 から 9までの合計は，1＋ 2＋ 3＋ 4＋ 5＋ 6＋ 7＋ 8＋ 9＝ 45 です。

3人の持っている 3まいのカードの和は 3人とも同じでなのですから，3人とも，3

まいのカードの和は，45÷ 3＝ 15 です。

よって，春子さんの持っている3まいのカードの和も，もちろん15です。

(2) (1)で，3人とも，3まいのカードの和は 15であ

ることがわかりました。

1 を持っているのは秋子さん， 7 を持っている

のは春子さん， 9 を持っているのは夏子さんです

から，右の図のようになります。

ここで秋子さんに注目します。

秋子さんの持っているカードを，1，ア，イとす

ると，和が 15ですから，ア＋イは，15－ 1＝ 14 に

なります。

ア＋イが 14になるような（ア，イ）の組は，数が

9までしかないことを考えれば，（ 5，9）か，（ 6，8）

しかありえません。

しかし，9はすでに夏子さんが持っていることが

わかっているので，秋子さんが持っているカードは，

（ 1，6，8）に決まります。

まだ決まっていないカードは，2，3，4，5の 4まい

です。

和が 15になるようにあてはめると，右のようにな

ります。

よって，春子さんが持っているカードは，3，5，7

になります。

春子

夏子

秋子

7

9

1 ア イ

和
15

15

15

春子

夏子

秋子

7

9

1 6 8

和
15

15

15

春子

夏子

秋子

7

9

1

15

15

15

春子

夏子

秋子

3 5 7

2 4 9

1 6 8

和
15

15

15
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

練習 2 (1)

①で，「ＡはＢより 7小さく」→ＡとＢでは，Ａの方が小さい。

「（Ａは）Ｄよりも 5大きい」→ＡとＤでは，Ｄの方が小さい。

ということがわかりますから，Ａ，Ｂ，Ｄのうち，もっとも小さいのはＤです。

そこで，Ｄをもとにして，線分図を書いていきます。

①で，「（Ａは）Ｄよりも 5大きい」と書いてあった

ので，ＡをＤよりも 5だけ長くします。

また，「ＡはＢより 7小さい」と書いてあったので，

ＢはＡよりも 7長く，ということは，Ｄよりも，

5＋7＝ 12 だけ長くします。

②で，ＢはＥよりも 4大きいのですから，ＢはＤよ

りも，12－4＝ 8 だけ長くなります。

③で，ＣとＤの差と，ＣとＥの差が等しいのですから，

ＣはＤとＥのちょうどまん中の大きさになり，Ｃと

Ｄの差は，8÷2＝ 4 になります。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

5

12

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

5

12

8

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

5

12

8

4
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

練習 2 (2)

④で，Ａ，Ｂ，Ｃの和は 60ですから，

右の図のようになります。

Ｄは，(60－5－12－4)÷3＝ 13です。

ＡはＤよりも5大きいので，13＋5＝ 18 です。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

5

12

8

4

60
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

練習 3

(1) たて，横，ななめにならんでいる3つの数の和は

どれも等しいので，右の表のワクでかこんだ，

「1.2＋イ＋3」つまり「4.2＋イ」と，

「イ＋ア＋0.9」つまり「0.9＋ア＋イ」は，等しいです。

てんびんにすると，右の図のようになります。

左と右の両方の皿にイが乗っているので，そーっと

両方の皿からイをおろすと，右の図のようになります。

左側の皿は 4.2なので，右側の皿も 4.2です。

よってアは，4.2－0.9＝ 3.3です。

(2) たて，横，ななめにならんでいる3つの数の和を，「和」と表すことに

します。

このような魔方陣では，まん中の数（右図の☆）は，「和」の平均に

なっています。まず，その理由を説明します。

☆を使った和は，右の表のように 4つあります。 Ａ＋☆＋Ｈ＝「和」

この 4つの式をすべて加えると， Ｂ＋☆＋Ｇ＝「和」

Ｃ＋☆＋Ｆ＝「和」

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋☆☆☆☆＝「和和和和」 Ｄ＋☆＋Ｅ＝「和」

となります。ところで，「Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋☆」は，「和和和」で

すから，☆☆☆＝「和」となり，☆＝「和」÷ 3 ですから，☆は「和」の平均になり

ます。

(1)で，まん中の数は 3.3であることがわかりました。

よって，「和」は，3.3×3＝9 .9 です。

イ＋3.3＋0.9＝9.9 ですから，イ＝9.9－0.9－3.3＝ 5.7 です。

3＋3.3＋オ＝9.9 ですから，オ＝9.9－3－3.3＝3.6 です。

1.2＋ウ＋オ＝9.9 ですから，ウ＝9.9－1.2－オ＝9.9－1.2－3.6＝5.1 です。

ウ＋3.3＋エ＝9.9 ですから，エ＝9.9－ウ－3.3＝9.9－5.1－3.3＝1.5 です。

1.2＋3.3＋カ＝9.9 ですから，カ＝9.9－1.2－3.3＝5.4 です。

イ，ウ，エ，オ，カは，それぞれ 5.7，5.1，1.5，3.6，5.4 です。

1.2 イ 3

ア エ

オ

ウ

カ0.9

1.2 イ 3

ア エ

オ

ウ

カ0.9

イ イア4.2 0.9

ア4.2 0.9

Ａ Ｂ Ｃ

☆ Ｅ

Ｆ

Ｄ

ＨＧ

1.2 イ 3

3.3 エ

オ

ウ

カ0.9
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

練習 4

(1) 4 人とも正しいことを行っているのですから，Ｃ君は 4 ，Ｄ君は 1 を持っています。

Ａ君が持っているカードは 2 でも 4 でもないので，Ａ君は 1 か 3 を持っています。

1 を持っているのはＤ君ですから，Ａ君は 3 を持っていることになります。

Ｂ君は，残りのカードである 2 を持っていることになり，Ａ君が持っている 3 よ

りも小さい数なので，Ｂ君が行っていることも正しいです。

よって，Ａ君，Ｂ君が持っているカードは，それぞれ 3， 2 です。

(2) このような問題を解くには，手間がかかります。

Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君のうち，だれがうそをついているかがわからないので，Ａ

君がうそをついている場合，Ｂ君がうそをついている場合，……と，すべての人につ

いて場合分けをしなければならないから，手間がかかるのです。

Ａ君がうそをついている場合，他の 3人の発言は正しいので，Ｃ君は 4 ，Ｄ君は 1

を持っています。残っているカードは 2 と 3 ですが，Ｂ君の発言が正しいことから，

Ｂ君はＡ君よりも小さい数がかかれているカードを持っていることになり，Ａ君は 3 ，

Ｂ君は 1 を持っていることになります。

ところが，Ａ君がうそをついていることから，Ａ君は 2 か 4 を持っていることに

なり，おかしいです。

よって，うそをついているのはＡ君ではないことがわかりました。

Ｂ君がうそをついている場合，他の 3人の発言は正しいので，Ｃ君は 4 ，Ｄ君は 1

を持っています。残っているカードは 2 と 3 ですが，Ａ君の発言が正しいことから，

Ａ君は 3 を持っていることになり，Ｂ君は残りのカードである 2 を持っていること

になります。

すると，Ｂ君はＡ君よりも小さい数がかかれているカードを持っていることになり，

Ｂ君は正しいことを言っていることになるので，おかしいです。

Ｃ君がうそをついている場合，Ｃ君は 4 のカードを持っていないことになります。

Ａ君の発言は正しいのでＡ君も 4 のカードを持っていません。

Ｄ君は 1 のカードを持っているのですから， 4 のカードは持っているのはＢ君にな

ってしまいます。

しかし，Ｂ君はＡ君よりも小さい数がかかれているカードを持っているという発言

は正しいのですから， 4 のカードをＢ君が持っていることはおかしいです。

（次のページへ）
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

最後に，Ｄ君がうそをついている場合について考えます。

Ｄ君は 1 を持っていないことになり，Ｃ君は 4 を持っているので， 1 を持ってい

るのはＡ君かＢ君です。

Ｂ君はＡ君よりも小さい数がかかれているカードを持っているのですから，Ｂ君が

1 のカードを持っていることになります。

Ａ君が持っているカードは 2 でも 4 でもないので，Ａ君は 3 を持っていることに

なります。

Ｄ君は，残りのカードである 2 を持っています。

よって，Ａ君，Ｂ君，Ｃ君，Ｄ君が持っているのは，それぞれ 3 ， 1 ， 4 ， 2 に

なります。
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

練習 5

全部で 5問ありますから，全部正解したら 5点

です。

Ｅさんは 5点だったのですから，全部正解しま

した。

よって，Ｅさんの答えを求めるということは，

正解を求めることと同じです。

①～⑤の問題の正解は何なのか，すじ道立てて

しっかり考えていきましょう。

まず，Ｃさんについて考えます。

Ｃさんは 0点だから，全部まちがっています。

全部まちがった人のことを考えてもムダだと思

うかも知れませんが，逆に，すごく大切なことが

わかるのです。

それは，｢Ｃさんの答えは，すべて正解ではない。」

ということです。

たとえば，Ｃさんは①では「イ」と答えています。

そのことから，①の正解は，「イ」ではないことが

わかるのです。

Ｃさんの答えは，すべて正解ではないことが

わかったので，Ｃさんの答えに，すべて×を書

きこみます。

Ａ，Ｂ，Ｄさんの答えた問題の中で，Ｃさんと

まったく同じ答えを書いているものにも，×を書

きこんでいきます。

（次のページへ）
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

次に，ＡさんとＤさんをくらべます。

ＡさんとＤさんは同じ得点なので，何かが

わかるかも知れないと思って，注目するので

す。

すると，⑤の問題では，ＡさんとＤさんは，

ちがう答え方をしていることに気づきます。

しかもその答えは，Ｃさんともちがってい

ます。

Ｃさんは全部不正解の人でしたね。

Ｃさんが「イ」と答えているということは，

正解は「ア」か「ウ」かのどちらかです。

ということは，⑤の問題は，Ａさんが正解し

たか，またはＤさんが正解したかのどちらかで

す。

ということは，ＡさんかＤさんのどちらかが，⑤の問題が正解したことになります。

ですから，ＡさんかＤさんのどちらかが，⑤の問題で 1点をもらったことになります。

ところが，ＡさんもＤさんも，得点は1点でした。

ということは，ＡさんとＤさんのうち，⑤の問題で 1点をもらったどちらかの人は，

⑤の問題だけが合っていて，他の問題はまちがったことになります。

ここで，①の問題に注目しましょう。

ＡさんとＤさんのどちらかは，⑤の問題以外は

まちがったのでしたね。

ＡさんとＤさんのどちらかは，①の問題で，

まちがったはずです。

ところが，ＡさんもＤさんも，①の問題では

「ア」という，同じ答えを書いています。

もしＡさんが①の問題でまちがったとしたら，

同じ答えを書いたＤさんも，①の問題でまちがっ

ているはずですし，Ｄさんが①の問題でまちがったとしたら，同じ答えを書いたＡさん

も，①の問題でまちがったはずです。

どちらにしろ，①の問題では，ＡさんもＤさん

も，まちがえたことがわかりました。

（次のページへ）
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

ここでＢさんを見てみます。

Ｂさんも，①の問題では「ア」と答えています。

よって，Ｂさんも①の問題では不正解だった

ことになります。

ここで，Ｂさんの得点に注目してみましょう。

Ｂさんの得点は，3点です。

しかもＢさんは，①と④の問題をまちがって

います。

Ｂさんは，①と④以外の問題をすべて正解しな

いと 3点になりませんから，②，③，⑤の問題は

正解したことになります。

（次のページへ）
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

Ｅさんは，すべての問題を正解したのでしたか

ら，Ｅさんの，②，③，⑤の答えがわかりました。

右の表のように，かなりの部分がわかってきま

した。

ここでＤさんに注目すると，Ｄさんは，⑤の

問題で正解しています。

Ｄさんの得点は 1点ですから，1問だけ正解して

いるはずです。

その 1問が⑤なのですから，④の問題では，

不正解だったことになります。

右の表のようになりました。

（次のページへ）
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シリーズ４下第７回 くわしい解説

ここで①の問題に注目すると，Ａ，Ｂ，Ｄさん

は「ア」と答え，Ｃさんは「イ」と答えて不正解

になっています。

よって，①の正解は「ウ」なので，Ｅさんの

答えも「ウ」です。

次に，④の問題に注目すると，Ａ，Ｂ，Ｃさん

は「ウ」と答え，Ｄさんは「イ」と答えて不正解

になっています。

よって，④の正解は「ア」なので，Ｅさんの

答えも「ア」です。

以上のことから，Ｅさんの答えは①から順に，

ウ，イ，イ，ア，ウ となります。
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